
資料 :中間発言で紹介されている、これまでの「手紙」の「返事」を受け

とり全党に返したいくつかのポイント

① 第 28回大会 8中総 (2023年 6月 )6つの法則的活動の方向
② 全国地区役員講座 (2024年 9月 )「返事から学んだ内容を党機関の活動にどのように
生かしていくか」という角度での報告

③ 第 29回大会決議 (2024年 1月 )「双方向・循環型」の活動をすすめる根本的姿勢

① 第28回大会8中総 (2023年 6月 )6つの法則的活動の方向

どうやつて「大運動」を成功させるか。

その答えは全国から寄せ られた「返事」のなかにあります。次の六つの点を「返事」から学

んで法則的活動の開拓をともにはかりたいと思います。その内容は、第 28回党大会 。第二決
議が示す党建設の発展方向と深く重なりあうものとなっています。私たちが六つの点をまとめ

るにあたっては、支部が直面 している悩みを受け止め、教訓に学び、中央として何をなすべき

か
―
この二つの要素を重視 しました。

いかにして結びつきを広げるか

第一は、いかにして結びつきを広げるか。
「返事」には、党勢拡大への強い思いはあるものの、「対象者がいない」「結びつきがない」

などの悩みが多く書かれています。

一方、「返事」には、要求運動や 「集い」に、支部、議員団、党機関が協力 してとりくむな

らば、新 しい結びつき、若い世代・真ん中世代との結びつきが広げられ、党勢拡大に結実した

経験も多数報告されています。

長野県 。中信地区・松本市 。島内支部からの「返事」では、「国政 。地域要求運動にともな

うさまざまな署名運動にとりくんでいます。前回統一地方選挙中にとりくまれた『ス トップ安

倍改憲 3000万 署名』は戸別訪問し、全戸数の53%の 筆数に達しました。現在は、学校給
食無償化署名にとりくんでいます」とのべられ、前大会以降党員数が 150%に 前進 したこと
が報告されています。

やはり要求運動と党勢拡大の「車の両輪」にとりくむことこそ、結びつきを広げ、党づくり

を前進させる大道であります。

この点で「返事」には、要求をとりあげた運動をつくること自体に苦労しているとの支部も

少なからずあります。こうした悩みにもこたえて、中央として「要求運動・『車の両輪』・オン

ライン交流会」を開催 し、とりくみの促進をはかります。

どうやって「入党の働きかけの日常化」をはかるか

第二は、どうやって 「入党の働きかけの日常化」をはかるか。

7中総の「手紙」では、「党員拡大の 日常化」をよびかけましたが、「返事」では、「党員拡

大を議論すると長い沈黙が続 く」「一度対象者をあげて働きかけたが、断 られてそこで止まっ

てしまった」などの声も少なくありません。

他方で、党員拡大に日常的にとりくんでいる支部からの「返事」では、(1)「いますぐ入 りそ
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うかどうか」で党の側から壁をつくらない、(2)何度も働きかけることを想定しながら、一回一

回の働きかけを評価 し、相手との距離を縮めていく立場で党員拡大を議論 し実践 していること

が書かれています。こうした立場で議論 し実践してこそ、若い世代・真ん中世代への働きかけ

の条件が見えてくることが報告されています。

やはり答えは、「入党の働きかけに失敗はない」「一回一回の働きかけに大切な意味がある」

という党大会第二決議の立場に徹することにあるのではないでしょうか。

この点で中央の姿勢として大切な意見だと感 じたのは、「返事」のなかで、「党活動ページに

掲載される記事が成果ばか りで落ち込む」「テス トの点がいい子が褒められるのを教室の隅で

見ている気分になる」などの声が寄せられていることです。

党員拡大の結果だけでなくプロセスに光をあてる、党員拡大の議論が楽 しく生き生きとされ

ている工夫を紹介するなど、「しんぶん赤旗」党活動ページを「入党の働きかけの日常化」を

促進するのにふさわしい紙面となるよう刷新を行います。

また、このとりくみを促進する資材として、動画 「18問 18答」を作成 しましたので、積
極的に活用していただきたいと思います。

いかにして全党員を結集し、新入党員の成長を保障する支部活動をつくるか

第二は、いかにして全党員を結集し、新入党員の成長を保障する支部活動をつくるか。
「返事」では、新入党員を迎えたものの支部活動に結集できず離れてしまったことや、「『楽

しく元気な支部会議』というが、支部会議が楽しくなく、『暗く沈んだ会議』になってしまい

ます」などの悩みが語られています。若い世代・真ん中世代の党員を支部に迎えたさい、入党

の初心が生きる活動をつくれていないとの苦労の声も寄せられました。

一方、「楽しく元気の出る」支部活動をつくっているところでは、支部会議の定期開催 と一

人ひとりの党員の思いを大切にする運営、系統的な学習の努力を重視 していることが、共通す

る特徴となっています。

この 1年半で 4人の入党者を迎えている神奈川県。県央地区・伊勢原市・沼目支部からの「返

事」には、「支部会議を月 2回定例化 し、まずは楽しくて生きいきとした内容にするために、
何でもいいから3分間全員から発言してもらっています。もう一つ支部会議で必ず行っている
こととしては『学習』です。現在は、新入党員向け教育として『綱領』を学んでいますが、私

たちは支部全員で学んでいます。 4月 から『規約』にすすみます」と書かれていました。温か

い人間的連帯と学習を大切にした支部活動の姿が浮かんできます。

中央として、「返事」で寄せ られた悩みにこたえ、一人ひとりの党員の初心、人間的連帯、

学習を重視する支部づくりの経験を丁寧に伝えていくようにします。支部会議を週 1回定期開

催 してこそ、「楽しく元気の出る支部会議」にすることができるという生きた経験も広げてい

きたいと思います。また、若い世代 。真ん中世代の学習と交流の場を、支部と協力して党機関

が積極的につくっていくことを後押しするイニシアチブを発揮していきます。

配達・集金の困難をどうやつて打開していくか

第四は、配達・集金の困難をどうやって打開していくか。

「返事」では、「しんぶん赤旗」中心の党活動、とくに配達・集金の困難が深刻化 している

ことが書かれてお り、胸がつぶれる思いで読みました。

これを打開するには、「しんぶん赤旗」の草の根のネットワークを維持 。発展させることが

どんなに貴い活動かをみんなの共通の認識にして、配達・集金活動の担い手を増や していくこ

と以外にはありません。この点で、「手紙」の討議を機に、機関紙活動の担い手が広がった
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支部の経験が報告されていることはうれ しいことであります。

二重県・中部地区・松阪西部支部からの「返事」では、長年、支部長が読者の多くを抱える

状態が続いていたが、「手紙」の議論をするなかで、支部会議を月 2回から4回に増や し、支

部長が抱えている読者の軒数や状況を把握 し、地図を前に話し合って配達を分担 した。真ん中

世代の党員も含めて新たに 4人が配達・集金活動に加わり、支部長の担当をほぼ半分に減らす

ことができたとの経験が報告されています。

統一地方選挙でも、紙の「赤旗」読者一配達・集金活動で結びつき、顔の見える関係を築い

てきた読者が大きな力になってくれました。

中央として、困難な中でも奮闘するみなさんの思いを共有 し、紙の「赤旗」のかけがえのな

い役割をつかみ、配達・集金活動の困難を打開する道を探求する「配達 。集金 。読者 との結び

つき」交流会を開催 したいと思います。

より広い方々、「電子版なら読める、読みたい」という方々に 「しんぶん赤旗」を広げるた

めに、日刊紙の電子版をより積極的に位置づける制度改革にとりくむとともに、日曜版の電子

版の実現に向けた準備を開始いた します。今行っている「電子版」の 3週間無料 。「お試 しキ

ャンペーン」もぜひ活用 していただき、労働者・真ん中世代に「赤旗」購読を広げる力にして

いただくことも、訴えるものです。

「職場支部の灯を消 したくない」との思いをどう生かすか

第五は、「職場支部の灯を消したくない」との思いをどう生かすか。

7中総の「手紙」は、これまで十分に活動できなかった支部も含めて、多くの職場支部で正

面から受け止められ、全国 1700の 職場支部から「返事」が届いています。職場党支部の灯
を守 り続けてきたことがどんなに意義あることかがつづられ、「職場の仲間を党に迎え、支部

を継承 したい」とい う切々たる思いが伝わってくる「返事」であり、胸を熱くして読みました。

そこには「どこから手をつければいいか」などの悩みとともに、労働組合やサークル活動の

結びつきを生かすなど、職場での党づくりのヒン トが豊かに記されています。

関西のある保育所支部からの「返事」では、「保育所の党がなくなる危機を前にして、正規

も非正規も管理職も退職者も一緒に活動できる職場革新懇の存在を知 り、2年余 りの準備会期

間を経て、2022年 5月 に『保育革新懇』を結成しました。連続『保育学習会』にとりくむ
なかで、結成当時は 33名 だった会員が現在 179名 になっています」と書かれていました。
「返事」は、「『党の灯は消したらあかん !』 を合言葉に仲間とともに『つながり』を大切に、

全力を尽くしたい」との決意で結ばれていました。

職場支部からの「返事」では、この間、中央が行ってきた学校職場 。自治体職場での「党づ

くりの経験を学びあう会」、職場支部援助担当者会議が力となって支部の活動が活性化してい

る経験も少なくありませんでした。

そこで職場での党づくりをさらに前進させるために、中央として、各分野の職場支部が一堂

に会する「職場支部学習・交流講座」を開催し、職場での綱領学習を援助するとともに、全国

の経験を交流する場として成功させたいと思います。

若い世代、真ん中世代の地方議員の役割について

第六は、若い世代、真ん中世代の地方議員の役割についてであります。

「返事」では、統一地方選挙で、若い世代、真ん中世代の候補者を立てて一緒にたたかつた

支部から、「支部が元気になった」「世代的継承の展望が見えた」という、はじけるような

喜びの声が多数寄せ られています。東京都・杉並区で初当選を果たした小池めぐみ議員を擁立
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してたたかった支部は、「返事」のなかで、「展望は、私たちが小池さんと一緒にそのまわりに

いる若者世代に結びつき、運動をすすめ、その中から読者 と党員を拡大することだと思います」

とつづっています。

今回の統一地方選挙を経て、現在全国では、若い世代、真ん中世代の党地方議員が 725人

奮闘しています。この同志たちの力を生かすならば、世代的継承の大きな可能性を開くことが

できることは間違いありません。同時に、若い世代、真ん中世代の地方議員―
とくに初当選

した議員にとつて、他党派との論戦や議会運営の交渉にのぞむことにはプレッシャーや悩みも

つきないものがあります。子育てを含めて家族との時間を大切にすることも重要です。こうし

た議員を、支部と党機関がみんなで支え、励まし、援助 し、ベテランの議員 との協力・連帯を

強化 していくことが、強く求められます。

そこで中央としても、都道府県としても、「若い世代・真ん中世代の地方議員の学習・交流

会」にとりくみ、若い議員の初心をリスペク トし、全党でその活動を支えながら、世代的継承

にともにとりくんでいきます。

②全国地区役員講座 (2024年 9月 )
の活動にどのように生かしていくか」

「返事から学んだ内容を党機関

という角度での報告

3、 機関活動強化の『 3つのスローガン』を実践しよう

(2)双方向・循環型で支部を援助する党機関になろう

中央と地方・支部が双方向・循環型で困難を打開し、前途をひらくとりくみを徹底的に追求す

る中でこそ、道は開ける

なぜ双方向・循環型の活動が大切か。 2中総「手紙」の冒頭に、その意義が端的に書かれて

いる。

今大会期の私たちの最大の任務 として確認 したのは、次のことでした。

「新たな大会期を党づくりの後退から前進への歴史的転機を果たす大会期にしよう」

この仕事をや りぬく最大の保障は、すべての支部・グループが、それぞれの条件を生かして、

党づくりの主人公として足を踏み出すことにあります。そして、それをや りぬこうとすれば、

中央と党機関、支部・グループが互いに学びあい、互いに知恵をしばって前途をひらく「双方

向・循環型」の活動をさらに大きく発展させる必要があります。

前大会期の最後の 1年、中央委員会は「全党の支部・グループのみなさんへの手紙」を 2回

にわたって送 り、支部のみなさんに「返事」を寄せてほしいと呼びかけました。中央委員会は、

6割近くの支部から寄せ られた「返事」から、悩みを受け止め、教訓を学び、法則的活動の方

向を打ち出し、前途をともに開拓 してきました。こうした「双方向・循環型」の活動をさらに

大きく発展させてこそ、「つよく大きな党」をつくり、党建設で前進・飛躍をかちとることが

できる一一これが私たちの確信です。このとりくみは、その第一歩を踏み出したばか りのとこ

ろです。さらにこの流れを大きくすすめ、「党づくりの後退から前進への歴史的転換」を力を

合わせてや りとげることを願い、ここに、第 2回中央委員会総会の総意として、全党の支部・

グループのみなさんに手紙を送 ります。
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党づくりの後退から前進への歴史的転換、世代的継承という大事業をやろうと思えば、中央

と地方 。支部が双方向・循環型で困難を打開し、前途をひらくとりくみを徹底的に追求する中

でこそ、道は開ける。ここに思いを定め、努力 。開拓をいっそう発展させよう。

支部の意欲をどう実際の前進に実らせるか。各地の「手紙」と「返事」の努力から

支部が「返事」に込めた意欲を、実際の党づくりの前進に実らせるために、党機関としてど

う援助するか、全国の地区委員会が探求していることではないか。8月 の全国都道府県委員長

会議でも、「『返事』を党づくりの前進に実らせるための党機関の具体的援助」「文字通り、

全支部に『返事』を寄せてもらうための援助」の二つの点で、開拓・探求を呼びかけた。
「手紙」と「返事」によって支部の力が引き出されはじめているところに共通しているのは、

支部の「返事」を踏まえて、あるいは支部が「返事」を書く過程を通じて、支部の声をよく聞

き、支部とのコミュニケーションを強めていることである。

兵庫の東灘・灘 。中央地区委員会は、この 8月 、 5人の入党者を迎え、日刊紙拡大で「目標
水準」を 2カ月連続突破、日曜版は 2カ月連続前進を勝ち取った。 18.5%の 支部が入党を
働きかけ、41.8%の 支部が読者を増やした。地区委員長は、支部が「手紙」を受け止め、
党づくりへの思いを強めて支部なりの目標を持ったことが、命運がかかった 8。 9月 、党員を

増やそう、赤旗を守ろうという提起を受け止める土台になったと語つている。

注目したのは、支部に「返事」を出してもらい、「返事」にもとづいて行動を後押しする地

区の援助姿勢だ。「返事が書けない」という支部には、地区役員が手分けをして聞き取りを行

った。情勢の受けとめと支部の実情、支部として努力してきたこと、党大会決定と2中総決定
をどう受け止めどう具体化 しようとしているかを丁寧に聞き、聞いた話をもとに「返事」をま

とめることを後押しした。「返事」ができたら、こんどは「『返事』で書いたことを実践しよ

う」と働きかけた。支部にとっても、自分たちが書いた「返事」だから前向きになる。自ら動

き出せば自信にもなる。こうした努力で、党員の少ない職場支部で、OB党員の ｀何としても
、の思いが実って現役職員を迎えるなど、支部の変化が始まっているとのことだ。地区委員長

は、「一番よかったのは、支部はこんなに努力しているんだとわかったこと。支部は成果が上

がらないと報告してこないので、今回、支部から努力の中身を直接聞くことができて良かった」

と話している。大変に大事な姿勢だと学んだ。返事を書く援助をする過程で、これまで見えて

いなかった支部の努力が見えてくる。そこから支部を援助する手がかりも見えてくる。成果が

上がっている支部とのやり取りだけでは決して見えてこなかったことだ。大変大事な発見では

ないか。

「手紙」と「返事」は世代的継承を全支部運動にしていくカギ

「手紙」と「返事」を世代的継承の力にしていくことは、かけがえのない役割を果たしてい

る一つひとつの党支部を継承 。発展させ、 2028年 までに青年 。学生、労働者、真ん中世代
で 10万人の党をつくるという大会目標をや りとげる上で、欠かせない。寄せられた支部の「返
事」を読むと、若い世代を迎えたい、かけがえのないこの支部をなんとしても次の世代に引き

継ぎたいという、支部の強い思いが伝わってくる。党機関がこの思いにこたえ、支部 と地区委

員会が力を合わせていくことが、世代的継承を全支部運動にしていくカギになるのではないか。

宮城・仙台東地区委員会は、地区の現状から「世代的継承を中軸にした党づくり」を特別に

重視 してとりくんでいる。「手紙」と「返事」のとりくみを通 じて、とくに高齢化で活動が困

難になった支部で
｀
支部活動に大幅な制約が生まれている、 とか

｀
活動に参加できる党員が

いなくなった、など支部の現状を出し合われ、支部の世代的継承につながる議論が行われてい
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る。そして、「自分たちより若い世代、真ん中世代を党に迎えよう」と「返事」を書き、実際

に、新 しい党員を迎えて支部の立て直 しに道をひらく経験も生まれている。高齢化で
｀
活動に

参加する人がいなくなった、 とただ嘆くだけでなく、「手紙」の「返事」に書くことによって

どう打開するか新たなエネルギーが生まれている。大変、大事だと思 う。たとえばある支部は、

これまで支部の活動を担ってきた 80代後半の力持ち党員が活動できなくなり、残った 70代
の党員で今後どうするかを話 し合った。なかなか展望が見えてこなかったが、地区役員が「党

員を増やす しかないよね」と議論をリー ドし、市議が結びついている 30代の対象者も紹介 し
て援助 し、党に迎えることができた。これをきつかけに、支部にはさらに真ん中世代の対象者

が 2人いることも見えてきて、働きかけを始めている。

仙台東地区委員会は、第 28回党大会期の 4年間で 50代以下の世代が 28人入党 し、第 2
9回党大会をこの世代の党員数を前進させて迎えた。党大会後もこの世代が 11人入党 してい
る。紹介 したように「手紙」と「返事」のとりくみで支部の世代的継承を後押 ししながら、地

区の世代的継承委員会を確立し、職場支部の立て直しや真ん中世代党員の成長をささえるとり

くみなどに努力 している。地区をあげての全党的な世代的継承のとりくみだ。

同時に、現状では、こうした努力は、地区委員長や地区常任委員など一部の中心的な役員に

とどまっているところが少なくない。今 日みなさんに呼びかけたいのは、こうした努力を、地

区役員みんなの活動にしようとい うことだ。全国 8,700人 の地区役員が、 1万 7千の支部
と、「手紙」と「返事」にもとづいて支部の意欲を後押ししていけば、支部と党員の力をくみ

つくし、党勢の後退から前進への歴史的転換、世代的継承にも道を開くことができる。ここに、

地区役員みんなで挑もうではないか。

③ 第 29回大会決議  (2024年 1月 )「双方向 口循環型」の活動をす
すめる根本的姿勢

第 3章 党建設―到達と今後の方針
(13)前 大会以降の教訓をふまえた党建設の強化方向
⑦三つのスローガンで党機関の活動強化をはかろう

ハ
０

以 上

一
 「双方向・循環型で支部を援助する党機関になろう」

7中総以来の「手紙」と「返事」のとりくみで生まれつつある双方向・循環型の活動を発展

させるためには、党機関がこの活動にふさわしいイニシアチブを発揮することが強く求められ

る。支部の「返事」をしっか り読み、支部への指導・援助の方向について集団的に討議 し、“ま

ずここから踏み出したい"と いう支部の意欲を励まし実践に踏み出す援助、“なかなか展望が

見えない"と いう悩みや困難を受け止め、一緒に解決 していく援助など、双方向 。循環型の党

活動を推進する党機関のイニシアチブを開拓 。発展させることを呼びかける。

「支部に入れない」とい う悩みもある。党機関の体制強化、機関役員の指導力量の向上とと

もに、いまある力で支部への指導・援助を強めるため、支部長会議の頻度や内容の工夫、地区

役員での支部指導の経験交流を大事にしよう。


